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（出所）ブルームバーグ （注）データ期間：2013年1月1日～2017年9月8日、MLP＝Alerian MLP Index、米国REIT＝FTSE NAREIT All Equity REITs Index

≪先週の米国MLP（マスター・リミテッド・パートナーシップ）市場概況≫

（出所）ブルームバーグ （注）時価総額は2017年9月8日時点。

≪アレリアンMLP指数構成銘柄の週間騰落率ランキング（9月5日～9月8日）≫

≪先週の米国MLP市場の動き≫

先週のアレリアンMLP指数（トータル・リターン）は、米国株式市場全体が軟調な中で前週末比0.9％の下落となりました。

大型ハリケーン「ハービー」の影響から操業を停止していた米国メキシコ湾岸の製油所は、徐々に操業再開に向けた復旧

作業を進めつつあります。米国エネルギー省の報告（9月10日時点）によれば、メキシコ湾岸地域では5カ所の製油所（米

国全体の石油精製能力の5.8％）が依然として操業を停止しているものの、6カ所の製油所（同11.6％）では操業再開に向

けた復旧作業に入っているほか、最低でも5カ所の製油所（同7.7％）は稼働率を落として操業中とみられています。メキシ

コ湾岸の港湾に関しても、閉鎖中の港はボーモント港に留まり、多くの港湾は制限付きで稼働を再開している模様です。

ただ、ハービーの被害からの復旧が進む一方、9月10日には大型ハリケーン「イルマ」がフロリダ州に上陸するなど、当面

はハリケーンの被害状況への警戒が続く可能性がありそうです。

※ 来週の米国MLPマーケット・ウィークリーは休刊とさせていただきます。次回の配信は9月26日（火）を予定しています。

米国MLPマーケット・ウィークリー
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2016年12月30日 316.10 1,305.71 7.11% 4,278.66 2.08% 15,914.73 4.36% 2.44% 53.72 3.72
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(％）

騰落率下位5銘柄 業種
時価総額
（100万ドル）

週間騰落率
（％）

1 Holly Energy Partners LP 石油輸送 2,202 5.7 Antero Midstream Partners LP 集積・処理 5,824 -7.0

2 Dominion Energy Midstream Partners LP 天然ガス輸送 2,942 4.4 Martin Midstream Partners LP 石油貯蔵 631 -5.2

3 Magellan Midstream Partners LP 石油輸送 15,811 2.1 Alliance Resource Partners LP 石炭生産 2,366 -5.0

4 Summit Midstream Partners LP 集積・処理 1,527 1.7 Energy Transfer Partners LP 天然ガス輸送 21,433 -3.9

5 Genesis Energy LP 石油輸送 3,281 0.8 EQT Midstream Partners LP 天然ガス輸送 6,091 -3.0
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米国MLPマーケット・ウィークリー

≪先週の米国MLP関連ニュース≫

【9月5-6日、設備投資】 Magellan Midstream Partners LP（MMP、石油輸送、時価総額158億ドル）は9月5日、テキサ

ス州ウィンクを起点とするデラウェア盆地の原油パイプラインの建設開始を公表。新パイプラインの当初の輸送容量は日

量25万バレル（輸送需要次第で日量60万バレルまで輸送能力の拡張が可能）。現時点での投資額は約1.5億ドルと見込

まれており、2019年央に稼働開始の予定。MMPは9月6日にもテキサス州での石油製品パイプラインの拡張計画を公表。

【9月6日、公募増資】 Antero Midstream Partners LP（AM、集積・処理、同58億ドル）は、総額3.15億ドルを調達する

公募増資を実施。

【9月8日、アレリアンMLP指数構成銘柄入れ替え】 アレリアン社は9月15日場引け後のMLP関連指数の構成銘柄入れ

替えを公表。アレリアンMLP指数からMartin Midstream Partners LP（MMLP、石油貯蔵、同6億ドル）が除外される。アレリ

アンMLPインフラストラクチャー指数には、新たにDominion Energy Midstream Partners LP（DM、天然ガス輸送、同29億

ドル）とHolly Energy Partners LP（HEP、石油輸送、同22億ドル）が追加され、NGL Energy Partners LP（NGL、石油輸送、

同11億ドル）が同指数から除外される。

（出所）MLP公表資料、各種報道、ブルームバーグ、ファクトセット （注）各MLPの時価総額は2017年9月8日時点。

≪MLP関連トピック≫ ハリケーン「ハービー」によるメキシコ湾岸の製油所・港湾への影響

（出所）米国エネルギー省 （注）9月10日午後4時（米国東部標準時）時点

メキシコ湾岸の製油所の稼働状況

 【操業停止中の製油所】 メキシコ湾岸地域の5カ所の製油所が操業を停止している。これら製油所の石油精製能

力は合計で日量106.9万バレルであり、メキシコ湾岸全体の石油精製能力の11.0％、米国全体の石油精製能力の

5.8％に相当する。

 【復旧作業中の製油所】 一時操業を停止した6カ所の製油所は操業再開に向けた復旧作業に入っている。石油

製品の生産が開始されるまでには、復旧作業中の損傷発覚の程度に応じて、数日または数週間の期間を要する

可能性がある。これら操業再開プロセスにある精油所の石油精製能力は合計で日量214.5万バレルであり、メキシ

コ湾岸全体の石油精製能力の22.1％、米国全体の石油精製能力の11.6％に相当する。

 【稼働率を落として操業中の製油所】 最低でも5カ所のメキシコ湾岸地域の製油所は、稼働率を落として操業中で

ある。これら精油所の石油精製能力は合計で日量142.8万バレルであり、メキシコ湾岸全体の石油精製能力の

14.7％、米国全体の石油精製能力の7.7％に相当する。

メキシコ湾岸の港湾の稼働状況（カッコ内は2017年1-5月の原油輸入量、日量）

 【稼働中＝1港】 ブラウンズビル港（-）

 【制限付きで稼働中＝10港】 コーパス・クリスティ港（24.5万バレル）、フリーポート港（13.3万バレル）、ガルベスト

ン港（11.4万バレル）、ヒューストン港（64.6万バレル）、テキサス・シティ港（13.4万バレル）、レイク・チャールズ港

（21.8万バレル）、ネダーランド港（-）、ポート・アーサー港（68.7万バレル）、ポート・ネチズ港（-）、サビンパス港（-）

 【閉鎖中＝1港】 ボーモント港（3.3万バレル）


